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中国農村社会経済構造の変容分析
—安徽省鳳陽県梅市郷蒋庄村の調査事例ー一—
石田
r. はじめに
I. 梅市郷蒋庄村の社会経済概況
Il: 蒋庄村の歴史的展開
1. 士地改革期の村落変遷
2. 農業集団化期の村落変遷
3. 人民公社化以後の村落変遷
浩・中田睦子
N. 三中全会以後の蒋庄村の経済変化
1. 農業生産責任制の導入と農家経済の発展
2. 郷鎮企業の意義と村財政
V. 結語
I. はじめに
583 
解放前の村落が解放後の土地改革・農業集団化・人民公社化を経て三中全会
以後の現在までどのように変化・変容してきたのか，あるいは解放前の村落が
社会主義改造の中でどのような役割を果たしてきたのかは長年の研究課題であ
る。この研究課題の追究のためには中国の資料だけでは不十分で，具体的に村
落を訪問し，実態調査をすることによって考察しなければならないと考え，こ
れまで中国の20数力村で農村調査を行ってきた。本稿はこれらの調査研究の一
環であり，安徽省鳳陽県梅市郷蒋庄村の調査資料に基づくものである。それゆ
ぇ，本稿もこれまでの研究と同様，解放前の村落が土地改革や農業集団化・人
民公社化等を経て現在までどのように変容してきたのかを，その考察の中心に
置いている。また，梅市郷蒋庄村が鳳陽県の中でも比較的裕福な村落であり，
31 
684 関西大學「綬清論集」第37巻第5号 (1988年 1月）
鳳陽県の他の村落が国家の承認する以前に生産責任制を実施していたのとは異
なり，ここではその導入は遅い。しかし，農業生産責任制の導入は農家に農外
就業の機会を増やし，農家経済を豊かにした。村経済においても第一次産業の
農業中心から第二次•第三次産業へその比重を移し，特に郷鎮企業の発展を促
した。そして， 郷鎮企業からの収入は村財政を豊かにし，教育投資や貧困農
家の補助等の各種の農村政策を可能にした。この農村の変化を具体的資料に基
づいて分折するのが本稿の第2の目的である。
本稿の調査資料は次のようにして得られた。 1987年 8月3日から11日までの
9日間，鳳陽県に滞在し，既述の蒋庄村を訪問した。鳳陽県に滞在中，鳳陽県
外事辮公室より前回に調査した武店郷霊泉村を 2日間，今回始めて訪問するこ
とになった梅市郷蒋庄村を 3日間，そして京山郷・梨園郷の調査をそれぞれ 1
日の計 7日間，手配して戴いた。筆者達の農村調査における関心は異なってお
り，石田は1984年11月に武店郷霊泉村と大廟郷西孫村后楊生産隊の実態調査を
し， 1985年 9月には鳳陽県の府城鎮で開かれた九華山の廟会を調査したことが
ある！）。 それゆえ，今回は石田にとって第3回目の訪問であり，この間に鳳陽
県下の農村がどのように変化したのかについても非常に興味のあるところであ
る。中田は中国の家族制度や老人扶養問題，計画生育に関心を持ち，この点を
中心に調査をした。しかし，筆者達は互いの研究領域を尊重し協力して調査を
した。そして，その成果を共有するものである。
ところで，本調査研究においては，鳳陽県外事珈公室の部澤源主任，衷家良
副主任，張玉峰秘書に大変お世話になった。鳳陽県を離れる前日に中共鳳陽県
委員会の胡成功嘗記は筆者達のために忙しい中を割いて歓送会を開いてくれ
た。また，運転手の小IJ半（愛称のデプゴン）は滞在中，早朝8時から遅い時には夜
8時~9時過ぎまで筆者達の調査のため，仕事とは言いながら宿舎の招待所か
1)石田 浩「中国農村社会経済構造の変容分析ー安徽省鳳陽県武店郷霊泉村と大廟郷西
孫村后楊生産隊の調査事例ー」関西大学『経済論集」第36巻第5号， 1987年を参照さ
れたい。
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ら調査村の間を運転してくれた。調査村の蒋庄村では村支部書記の董玉進氏
(1948年生まれ），村長の凌其新氏(1942年生まれ），梅市郷民政助理の方立民氏(1943
年生まれ）が出席し， 村内の全般について応答してくれた。また，村民の家族
構成や経済については白山凌生産隊の諏奴雲氏 (64歳），同じ白山凌生産隊の馬
秀栄氏（女， 34歳），蒋庄生産隊の沙華氏（女， 32歳），大董生産隊の民塀教師・董家
平氏（女， 33歳），茶林廠長の鐘守龍氏(39歳），茶林廠副廠長の蒋朝善氏(43歳）が
応答してくれた2)。 2日目には村の歴史的変遷について，解放後の村長で白山
凌生産隊の程金良氏 (67歳），土地改革時の農会長であり同じ白山凌生産隊の郭
金香氏 (65歳）， 1947年に入隊し，除隊して後，民兵中隊長になり， 1956年の高
級合作社主任になった， 唐小集生産隊の張永家氏 (62歳）， 1948年に党員とな
り，土地改革時の農会長であり，生産隊長を経験した，大董生産隊の董万陸氏
(62歳）が出席し，応答してくれた。 3日目の午前中にも 2日目の老幹部が出席
し，午後からは再び菫家平氏と馬秀栄氏の両氏が出席し，応答してくれた。こ
れら多くの諸氏に感謝したい。また，関西大学経済学部の留学生である王根来
君には調査の全期間中にわたり協力して戴いた。この地方の農民はかなり訛の
強い方言を話し，そのため非常に聴き取りが困難であった。王君の協力がなけ
れば，本調査研究の成果は半減していたであろう。併せて感謝したい。
I. 梅市郷蒋庄村の社会経済概況
梅市郷は第 1図に見られるごとく鳳陽県の東南部に位置し，嘉山県と定遠県
との県境に接する。梅市郷蒋庄村へは府城鎮の県招待所からトヨタのクラウン
車で猛スビードで走って約 1時間半を要した。梅市郷は梅市村・蒋庄村・美塘
村・烏雲村・候王村・烏羅村・辺王村の 7カ村， 63生産隊で構成されている。
人口は 1万393人で，そのうち男が 5,450人(52.4%), 女が 4,943人(47.6形）であ
る。耕地面積は 2万5,691畝あり， 1人当たり平均にすると 2.47畝となる。蒋
庄村の 1戸当たり平均家族数の 4.6人で 1戸当たりの耕地面積を求めると，
2)農民が一般に答える年齢は全て数え年である。
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11. 36畝（約76アー ル）となり， 1ヘクタールにも満たない。耕地の内訳は，水田
が 1万5,359畝(59.8%), 旱田が 1万332畝(40.2%)と，水稲作の方が普及してい
る。
1987年度の蒋庄村は，戸数が512戸，人口が2,361人で， 11の生産隊で構成さ
れている。 1986年の労働力は第 1表に見られるごとく，男697人，女594人，計
1,291人（全人口の54.7.96)で，男の労働力の方が少し多い3)。工業労働力は55人
(4.3形）で，労働力の 30彩はエ副業に従事し， 70%が半農半工である。耕地面
積は 6,100畝でそのうち請負面積は 5,400畝4), 1戸あたり請負地は 10.5畝
（約0.7ヘクタール）である。山林面積は 7,200畝あり，ここに用材林や竹林を育
成し， 1983年度には木材収入が 1万余元あった。また，水面面積が2,400畝あ
り，ここに24の養魚地を作って79万匹を放魚し， 3万余斤の鮮魚を捕獲して 3
万余元の収入となった。農業機械は， 1983年には車 7輌， トラクター 27輌あ
り叫 現在ではハンド・トラクターが20輌，車8輌， トラクター 2輌，四輪台
車50台，三輪台車3台がある。 1986年の食糧総生産量は 710万斤で， 1人当た
り生産量は 3,000斤となる。 1986年の各作物の作付面積・畝産・産量は，水稲
が5,000畝・ 1,000斤 ・500万斤で，小麦は 3,000畝の産量 170万斤，山芋500畝
の30万斤6), 黄豆 200畝の 5万斤，玉米（トウモロコシ） 100畝の約 6万斤，その
他の豆類（大豆・緑豆） 200畝の 3万斤，油菜1,000畝の16万斤（国家への販売は7.7
万斤），落花生150畝の 7万斤，芝麻は50畝と少なく，産量が5,000斤である。
1986年度の総生産額は330万元で，その内訳は農業生産額が200万元(60.6%), 
工業生産額80万元(24.2%),漁業生産額50万元(15.2%)であったが，第 1表では
漁業生産額は出ていない。また，本村は工業生産額はまだ少なく，農業がその
3)応答では労働力は約1,000人で，その内訳は男520人，女480人であった。
4)第1表によれば，耕地面積は5,450畝とあり，これは請負面積のように思われる。
5)梅市郷蒋庄村党支部「発展農工副 建設新農村」中共鳩陽県委辮公室「在改革中前
進」 1984年， p.195。
6)薯の場合には5分の 1に換算して食糧とするので，面積の割りに産量が少なくなって
いる。
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第1表蒔庄村
~i 耕地面積総収入 農業収入 副業収入 食糧総
戸数人口 生産量
年度 （畝）（万元）万元形万元％ （万斤）I _ _ l 
1978 440 2,275 5,450 97 67 69. 1 30 30.9 335 
1979 440 2,242 5,450 86 55 64.0 31 36.0 265 
1980 465 2,230 5,450 96 68 70.8 28 29.2 340 
, 1981 486 2,220 5,450 105 75 71. 4 30 28.6 263 
1982 487 2,215 5,450 110 80 72. 7 30 27.3 397 
1983 490 2,271 5,450 120 110 91. 7 10 8.3 493 
1984 I 489 2,278 5,450 151 140 92. 7 11 7.3 575 
1985 483 2,280 5,450 199 154 77.4 45 22.6 660 
1986 500 2,361 5,450 280 200 71. 4 80 28.6 710 
出所）資料の提示に基づく。全国は「中国統計年鑑1983」1983年， p.499と『中国統計
鳳陽県は中共鳳陽県委珈公室「在改革中前進」 1984年， p, 211に基づく。（ ） 
1987年2月21日。
中心をなしている。しかし，蒋庄村党支部の「発展農工副 建設新農村」によ
れば， 1983年の総収入は 125万元，工業総生産額が 85万元，エ副業の利潤が12
万元とある”。第 1表では 1983年の総収入は 120万元で，副業収入が10万元と
あり，工業総生産額の85万元は一体どのように解すればよいのであろうか理解
に苦しむ。 というのは会計上， 村の工業収入は副業収入の中に入れられ， こ
の収入とは純収入ではなく粗収入でほぽ生産額に等しいので，これで計算する
と総収入に占める工業総生産額が68%にも達することになる。同様に1983年度
の 1人当たり収入は510元とあり，これも第 1表と異なるが，収入のうち186元
(36. 5形）はエ副業収入からであり，エ副業従事者は310人で全村労働力の36.4彩
を占めていると述べている 8)。 これでは本村はエ副業の比重はかなり高いと
いうことになり，第 1表の内容と異なる。ただ，後述するごとく工業建設には
かなりの力を注いでおり，総収入に占める工業収入の比重は一層高まり，今後
農工間の生産額は縮小していくものと思われる。 1986年度の工業からの純収
入（村への上納金）は 6万元で，この収入は村民の社会福利に使われている。特
7, 8)梅市郷蒋庄村党支部，前掲論文， p.195。
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の経済状況
水稲1畝小麦1畝 労働力 工業 農家1人当たり収入（元）
嵐勺農畠勺嘉□―：労働力藤庄村鳳陽県安徽省全 国I I I 
800 
800 
820 
900 
950 
1,000 
1,050 
1,200 
1,250 
350 
400 
450 
450 
500 
500 
500 
520 
550 
???????
? ?
? ?
? ?
? ?
?
????? ??
615 
650 
697 
575 
600 
594 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???? ???
??
81 113. 3 133. 57 
150 173. 2 160.17 
185 184. 9 191. 33 
297 . 246. 5 223. 44 
325 269. 1 270. 1 
368 304. 6 309. 77 
355.33 
397.60 
(424) 
年鑑1986」1986年， p.673に基づき，安徽省は「安徽経済年鑑1984」1984年， p.183, 
は中華人民共和国国家統計局「関子1986年国民経済和社会発展的統計公報」『人民日報」
に，農民の住宅建設の支援のために利用されている。その結果，現在 1人当た
り居住面積は17.6平方メートルと広くなっている。 1986年の 1人当たり純収入
は850元であり，第 1表から現在の蒋庄村経済の水準が窺える。
村には 7つの郷鎮企業があり，その内容を紹介すると，①石門山火車姑貨位
（村営企業），②麺粉廠（村と個人の聯営企業，日産2.6万斤），③輪窯廠（村と郷との
合営企業），④沙姑（砂取り場，村営企業），⑤茶林廠（村営企業），⑥塑料廠（プラスチ
ック工場，村と個人の堀営企業）， ⑦採石隊（村営企業）である。 これらの企業につ
いては後述する。
教育については，蒋庄・東風・白山凌・大董に小学校があり，蒋庄は中心小
学校で， 1年~5年まであるが， 東風は 1年生のみで児童数 13人， 白山凌は
1年・ 2年生で25人，大董は 1年生のみの15人である。それゆえ 2年生あるい
は3年生になると蒋庄の中心小学校へ通学する。教師数は公塀教師 3人と民塀
教師12人の計15人で，公塀教師の給料は県政府から賄われ，民塀教師の給料は
郷政府が賄う。中心小学校の全児童数は 280人で，教科書代として 1学期につ
き7元， 4年生以上になれば12~13元が必要であり， 1年~5年生までの平均
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では約10元が必要である。これは個人で負担しなければならない。本年 6月，
小学校を47人が卒業し，そのうち34人(72.3:lる）が梅市郷の初級中学校へ進学し
た。初級中学校から小渓河区の高級中学校へ行った者は 5人と非常に少なく，
教育投資の必要性が痛感される。
JI. 蒋庄村の歴史的展開
1. 土地改革期の村落変遷
蒋庄村は農暦1948年10月28日に解放された9)。現在の蒋庄村に相当する行政
規模は1951年に成立する 2カ村であり，その戸数は約300戸であった。すなわ
ち，土地改革を実施するために自然村を数力村集めて 2つの行政村が形成され
た。 1カ村は鳳陽県李武郷万喜村で!Ol, 白山凌（解放前には嘉山県三河郷に属し，
戸数が約30戸），大董（鳳陽県， 24戸），小董（鳳陽県， 6戸），周郭（鳳陽県），唐小集
（鳳陽県， 18戸）の 5自然村で形成され， もう 1カ村は鳳陽県魚東郷宝和村で，
蒋庄（鳳陽県），湾陳（鳳陽県），手庄（鳳陽県），上李（定遠県），沈呉（鳳陽県），東風
（鳳陽県）の 6自然村で形成された。現在の蒋庄村に相当する行政規模の階級構
成は地主 6戸 (2.0形），富農8戸 (2.796), 中農85形，貧農10形であり，最大地
主は110~120畝の土地を所有し，最小地主は40~50畝所有していたII)。これら
地主は全て在村地主であった。
1950年 7月か8月頃に万喜村の農会長が選出され，各自然村毎に農会組長，
計 5人が選出された。そして，上級の安徽省や鳳陽県から工作組が派遣され，
1951年11月から1952年 3月にかけて土地改革が実施された。土地改革のために
形成された万喜村は戸数が約150戸で，耕地面積は2,600畝あった。解放時の階
級構成は，地主2戸 (1.3形），富農8戸 (5.3,'iる），中農約113戸(75.3劣），貧農と
9)農民が応答する月日は全て農暦（旧暦）である。
10)万喜村の名前は村の烈士である李万喜という人の名前から取ったとのことである。
11)最大地主の土地所有規模は後述の内容と少し異なる。 1984年現在で元・中農の戸数は
65%になっているとのことである。
38 
中国農村社会経済構造の変容分析（石田・中田） 591 
雇農が27戸(18彩）であり，そのうち貧農は約10形であった。農家の多くは自作
農で，小作農は僅か15戸(10彩）である。当時，農業で生活出来ない農民は江南
農村へ出稼ぎに行き， ある者は「花鼓戯」を演じて乞食をした。 しかしなが
ら，非常に貧しかったと強調されている鳳陽県の他村に比較して蒋庄村は幾分
豊かであったようである。地主に村外地主はおらず， 2戸とも在村地主であ
り，それら地主はそれぞれ150畝， 120畝の土地を所有しており，これらの土地
を全て小作に出していた。ところで，農民にどうしてかれらが地主と規定され
たのか質問したところ， 200畝を所有すれば地主であり， 100畝以上を所有して
いても労働力が多ければ地主とならないこともあると非常に曖昧である。なぜ
地主の規定について明確に記憶していないのか続けて質問したところ，自分の
住んでいた自然村で階級規定された農民しか覚えていないと言う。中農と貧農
の区別は土地所有の大小ではなくして，牽や杷・牛・龍骨車（水車）等の農機具
を所有しているかどうかに基づいた。
土地改革の具体的状況は以下の通りである。白山凌の程金良は 3人家族で解
放前には土地を所有せず，小地主から20余畝を借りて小作していた。彼は土地
改革により 1人当たり 4.2畝，計12.6畝の土地を手に入れた。同じ白山凌の郭
金香は 6人家族で 14畝を耕作する貧農であったが，土地改革により計30畝の
土地を耕作するようになった。郭と程は同じ白山凌の者であるが，郭の土地が
4.2畝X6人=25.2畝とならないのは，元々土地を所有している「先得戸」とし
て多くの土地が分配されたためと考えられる 12)。唐小集の張永家は土地を所有
していなかったが，農機具を所有していたため小作中農と規定され， 7人家族
で32畝の土地を手に入れた。大董の董万陸は家族が本人 1人で，解放軍に入っ
ていたため 3.5畝の土地を地主に売り，その結果2.83畝の土地所有となり，貧
農と規定された。ところが，土地を購入した地主は土地改革で批判されるのを
恐れてこの 3.5畝を返却したので，董の土地は 6.33畝のままとなった。白山凌
12)石田 浩「中国農村社会経済構造の変容分析ー河南省鄭州市下波楊村の調査事例ー」
関西大学「経済論集」第36巻第2・3・4合併号， 1986年を参照されたい。
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の諏奴雲は妻との 2人家族で土地を全く所有せず， 25畝の土地を小作してい
た。この土地は中牒が所有する土地で， 労働力がないので小作に出していた
が，土地改革は「中股不動」（中農の土地を動かさず）でこの土地は没収されてい
ない。応答では土地改革は 1人当たり4.7畝の土地を分配し，靡は4.7X2=9.4 
畝の土地と 0.5頭分の牛（弟と共有）を手に入れた13)0 
土地改革は各農家の家族数と土地所有面積を登記させ，土地証を発行して終
了した。この時，農民は花火大会を関いて祝った。解放前の農業生産力は 1畝
当たり200斤~300斤であったが，土地改革の結果，農民の腹業生産に対する意
欲が増大して300斤~400斤となった。 5人家族で20畝以上の土地があれば生活
が可能であったので，土地改革後ようやくにして多くの盟民は最低限度の生活
が可能になった。
2. 農業集団化期の村落変遷
1952年~1953年にかけて互助組が形成された。その具体的状況は以下の通り
である。郭はすでに1949年に白山凌の貧膜と中農の13戸 ・30余人と互助組を形
成し，農作業を助け合った。そして， 1951年には白山凌の貧悶と中農の24~25
戸と互助組を組織した。程は1951年白山凌の親戚や朋友 7戸と互助組を結成し
た。董は1952年に大董の14戸 ・60人で互助組を結成した。 14戸のうち董姓が12
戸であり，残り 2戸は周姓であった。張は1952年下半期に唐小集の 7戸と互助
組を結成している。諏は白山凌の仲の良い 5戸で互助組を結成した。諏は弟と
牛を共有していたが，弟は農具を所有していないので，他所へ農業を手伝いに
行き，弟の嫁が互助組に参加した。このように見てくると，互助組は同じ自然
村の中で結成され， しかも親戚や朋友等の親しい者達で結成されている。これ
は解放後の協同化というよりも解放前から存在した農繁期に労働力を相互に融
通しあう換工（結い）と同じであり，これが社会主義の過渡期の協同化として位'
13)同じ白山凌であ I)ながら 1人当たり分配地は既述した程のところでは 4.2畝であり，
異なっている。
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置づけられているに過ぎない。
1954年には初級合作社化が行われる。例えば，白山凌（月牙山を含む）には幸
福初級合作社と美満初級合作社の 2社が成立し，郭と諏は幸福初級合作社に参
加した。社長であった郭の応答によれば，幸福初級合作社では1954年3~4月
頃に富農を除く 19戸が参加し，牛 9頭，黎10~11台，龍骨車 1台，杷 7台あっ
た。これら農民が供出した役畜や農機具は貨幣に換算して農民に支払われた。
例えば，牛 1頭は30~40元，黎1台は 7~8元，龍骨車 1台20~30元，把 1台
14~15元，計500元が支払われた。農民への分配は「半社会主義」として「土
四労六」に分配された。すなわち，土地の供出に対しては収入の 4割を，労働
力に対しては 6割を分配した。程が参加した美満初級合作社は幸福初級合作社
と異なり政府が承認した初級合作社ではなく， 1954年4月末から 5月初めにか
けて自発的に組織した初級合作社である。参加戸数は白山凌の 12戸で， 牛6
頭，牽8台，龍骨車 1台，把 6台であり，農民が提供した役畜や農機具に対し
ては牛 1頭40~50元，黎 1台7元，龍骨車 1台40元，把 1台17元の計400元が
支払われた14)。しかし，実際は初級合作社に貧農が多く，全額を返却出来ない
で，高級合作社が成立して以後返還したと言う。利益の分配は幸福初級合作社
と同様「土四労六」である。張が参加した唐小集初級合作社は 1954年6月頃
に唐小集の14戸で結成した。唐小集初級合作社では牛 7頭，黎 7台，龍骨車な
し，杷 7台で，それぞれの金額は40元， 10元＇（最もよい架は 50~60元）， 13~14元
であり，合計400~500元が支払われた。ここでも初級合作社期には農民に返済
出来ず， 1955年下半期に高級合作社が成立して以後に返還した。収入の分配は
ここでも「土四労六」に基づいている。董が参加した富強初級合作社は1954年
6月に大董の 10戸と小董の 4戸の計 14戸で結成された。役畜と農機具は牛 5
頭，牽 5台，龍骨車なし，杷 5台であり，農民への返却代金はそれぞれが牛50
14)輝の応答では，幸福初級合作社への参加戸数は10戸，美満初級合作社への参加戸数は
25戸と本文と異なっているが，郭は幸福初級合作社の社長であり，程は美満初級合作
社の社員であったことから，こちらの応答に信憑性があると考え採用した。
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~60元，黎 7~8元，杷14~15元の計450元であった。その他に建強初級合作
社と勝利初級合作社が設立されたが，これらの初級合作社に属する応答者がい
なかったので詳細は不明である。初級合作社期の 1畝当たり生産量はあまり変
化がなく 300斤~400斤であった。以上，初級合作社の形成においても自然村を
単位にしていることが窺える。
1956年5月~6月に万喜高級合作社が成立した15)。万喜高級合作社は戸数
300戸以上，人口約 1,400人で，耕地面積は約5,000畝であり，元地主や富農も
参加し，その組織率は 100彩であった。万喜高級合作社は 16の自然村で構成さ
れ， 21の生産隊が形成された。 16の自然村は東風，沈呉，蒋庄，小董，大董，
唐小集，周郭，白山凌，社樹陳，小趙，小康，高油坊，四国蒋，小占，陶沖，
山頭楊であり，この中には現・蒋庄村を構成する11自然村のうち 8自然村が含
まれている。生産隊は蒋庄が蒋前生産隊と蒋后生産隊に，大董が董東生産隊と
董西生産隊に，唐小集が唐前生産隊と唐后生産隊に，周郭が周家生産隊と郭家
生産隊に，白山凌が凌東生産隊と凌西生産隊に分かれて21生産隊となった。す
なわち，自然村はそのまま生産隊となり，大きな自然村は 2つの生産隊となっ
た。万喜高級合作社は規模が大きく経営管理がうまくゆかず， 1畝当たり 200
斤~300余斤と却って生産力が落ちた。 1958年春には万喜(16自然村）・梅光（梅
市・張前・張后・小王・塙美・澗梗・ 小黄・小孫・西銀・烏羅・孫挑・小挑の12自然村）
・宝和（上李・手庄・湾鎮・大宇・小張・尚呉の6自然村）の高級合作社が合併し
て，規模の大きい万宝高級合作社が成立した。それゆえ，万宝高級合作社は34
自然村を包括することになる。
15)これは郭の応答であり，葉は1956年1月~2月に成立したと言い， 2人は筆者達の前
で，議論し始めた。外事鏃公室の郡主任は県の梢案を見れば分かるとのことであった
が，教えて戴いたのは全県で高級合作社が成立したのが1956年であるということだけ
で，結局月日については不明である。また，諏の応答では10月であった。
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3. 人民公社化以後の村落変遷
1958年7月には 1万余戸を含む区規模の小渓河人民公社が成立し16), 万宝・
石門山・李武の 3高級合作社は万宝生産大隊となる。しかし， 1カ月後の 8月
14日の大錬鋼運動のとき，生産大隊の塀公室（事務所）が蒋庄村から梅市村に変
わったので，万宝生産大隊は梅市生産大隊と名称を変更した。その結果，小渓河
人民公社は小渓河・大渓河・燃灯・馬山・清塘・梅市の 6生産大隊で構成され
ることになった。また， 1958年9月~1961年3月まで公共食堂が建設された。
最初は連につき大食堂が設けられた。すなわち，白山凌と周郭とで周郭連が，
大董と小董・唐小集で大董連が形成され，農民達はこの食堂で食事を取った。
しかし，人が多いので2カ月後には自然村毎に食堂が設けられた。この頃の農
業生産力は 1畝当たり 200斤が最高であったが，ノルマを達成するために上級
には800斤と報告した。というのも，ここではこの大躍進期に水利建設が行わ
れておらず，生産力が上昇する要因は存在しない。特に， 1959年~1961年には
凶作となり， 1畝当たり生産量は100余斤と最低となった。
1961年より「三自一包政策」を導入し，先ず自留地として 1人当たり 1分の
土地を分配した。また，生産隊を基本採算単位とする三級所有制を実施すると
ともに， 1961年3月~6月に土地を等級に分けて，個人に土地を分配して請け
負わす包産到戸制を導入した。 1963年には自由市場を復活させ，梅市集（最小）
では 3・6・9の各日に，三河集（定遠県）では 1・4・7の各日，明光集（嘉
山県政府所在地の鎮，最大） 3・6・9の各日，馬岡集（嘉山県，最小）では 2・5
・8・10の各日，紅心（鳳陽県）では 1・3・6_・8の各日に市集が再開され，
農民は自留地での生産物を販売することが可能となった。これらの農村市場は
全て人民公社（郷政府）の所在地に存在する。この結果，農業生産力は1962年に
は1畝当たり 300斤に回復し， 1965年~1966年には300斤~400斤になった。
1962年10月には人民公社の運営管理問題から小渓河人民公社は規模が縮小さ
16)鳳陽県では全県に15の人民公社が成立しており，現在の郷鎮数は9鎮36郷あることか
ら，人民公社の規模はかなり大きかったと推測出来る。
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れ，小渓河・大渓河・燃灯• 石門山（画山）• 清塘・梅市の 6人民公社に分解す
る17)。蒋庄村が属する人民公社は梅市人民公社で，梅市・蒋庄・美塘・烏雲・
侯王の 5生産大隊で構成される。 1967年~1968年頃に梅市生産大隊は梅市と烏
羅の生産大隊に，侯王生産大隊は候王と辺王の生産大隊に分離し， 7生産大隊
となる。蒋庄生産大隊は東風・沈呉・上李・手庄・湾陳．蒋庄・大董・小董．
前進（唐小集）・周郭・白山凌の 11生産隊すで構成され， 1967年~1968年頃に沈呉
生産隊は東風生産隊に吸収され， 10生産隊となる。 1976年に小董生産隊は前進
第2表農業生産量の推移（単位；万斤）
年度 食糧生産量 1食糧販売量 1棉花生産足 油料生産量
1970 223 120 
1971 284. 1 105. 7 
1972 290 108.9 
1973 335 134 
1974 336 134.1 
1975 347.3 148.2 
1976 391. 6 182 
19-77 429.3 219 
1978 335 138 
1979 265 100.4 
1980 340 117 
1981 263 100 2.10 1. 20 
1982 397 180 2.50 1. 80 
1983 492.98 281 2.52 1. 80 
1984 575.7 330 4.80 2.50 
1985 660 350 
1986 710 380 (16) 
出所）資料の提示に基づく。
（ ）は聞き取りに基づく。
17)諄以外の村の老牒は人民公社の規模縮小は1961年として応答し，外事塀公室で調べて
もらったところ1962年であった。しかし，この間の資料は諒以外の村の老農の応答に
基づいておリ， 人民公社の規模縮小と採算単位の生産隊への移行の時期が合致しな
vヽ
゜
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生産隊に吸収され， 1978年に大董生産隊から小劉沖生産隊が分離した18)C ここ
に自然村を生産隊とする現・蒋庄村の前身が成立することになる。
1966年から1968年にかけて雨が全く降らず，草までが枯れてしまい，牛の飼
料にさえも事欠くようになった。ちょうど文革期でもあり，農民は左右両派に
分かれ，幹部は批判され，農業を指導する者もいなくなったと村民達は説明し
た。しかし，同じ農民達は1966年に溜池を完成させ， 1966年末から水利開発を
行い，特に1967年・ 1968年頃には水利開発が進展し，農業生産力が高まったと
も言う。確かに， 水利開発が要因となったのか， 第2表に見られるごとく，
1970年から農業生産量は毎年一貫して増大し， 1977年には最高の 429.3万斤に
達している。
IV. 三中全会以後の蒋庄村の経済変化
1. 農業生産責任制の導入と農家経済の発展
農業生産責任制について論じる前に，「政社分離」について触れておく。梅
市人民公社の「政社分離」は 1983年春に行われ， 梅市人民公社は梅市郷とな
り，郷人民政府と郷党委員会・郷工業公司が成立した。蒋庄生産大隊は1983年
3~4月頃に蒋庄村となり，村民委員会と村党支部委員会が成立した。村民委
員会の構成は村長・副村長・民兵営長・会計・婦女主任の 5名である。村の調
解委員会（喧嘩等の仲裁をする）は村長と民兵営長・婦女主任の 3名で運営されて
いる。村行政は，民・政・建• 財・教の 5つで，これはそれぞれ民事調停・治
安・建設・財政・教育を指している。例えば，婦女主任の仕事は婦人問題や計
画生育・家庭紛争の調停・婦人の労働参加・結婚の承認等を扱っている。計画
生育は1974年より実施しており，現在一人っ子証を受け取っている家庭は僅か
20戸 (3.9%)である。結婚は 1年に 17~18組あり，村で結婚の証明書を出して
18)蒋庄村の生産隊は1あり，其の中に月牙山生産隊がある。この生産隊がいつ成立した
のか聴き取りからは不明であるが，恐らく白山凌生産隊から分離したものと考えられ
る。
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郷で許可証を受けることになっている。その場合，郷政府に 2元支払う。党支
部委員会は書記・副書記 2 名 (1 名｝ま村長，もう 1 名は茶林廠の監督）•生産隊長 2
名(1名は東風生産隊，もう 1名は上李生産隊）の 5名である。この 2名の生産隊長
は党員であり，他の生産隊長は党員ではない。これらの村幹部に対する手当て
は書記が年間500元，村長と文書（秘書のこと，党員）が480元であり，副村長や民
兵営長・婦女主任は仕事をした時に日当が貰える。会計も日当を貰うとのこと
であるが，具体的なことは聞かなかった。茶林廠監督の副書記は茶林廠からの
給料があり，東風と上李の生産隊長は年間100元の手当てがある 19)0 
本村での農業生産責任制の導入は鳳陽県の中では比較的遅<, 1982年になっ
てからである。導入の遅い原因はやはり他の農村に比較して幾分経済的条件が
良かったからであろう。 1982年の生産責任制は正労働力 1人につき 1畝を分配
し，集体提留（集団留保）として，食糧60斤，油料30斤，棉花10斤を生産大隊に
納めれば， 残りは全て生産者のものとした。そして 1人につき 1畝を分配し
て，余った土地は集団経営をするという不完全な包干到戸制が実施された。た
だし，子供や老人，そして社隊企業（現在の郷鎮企業）で働く者は正労働力の半
分， 0.5畝が分配された。 1983年 1月からは大包干（包干到戸）制が実施される
が，湾陳生産隊では 3月から，月牙山生産隊では 4月から，上李生産隊では 7
月から実施された。土地の分配は各生産隊により異なるが，子供や老人にはロ
穏田だけで，社隊企業で働く者や村幹部には半労働力として正労働力の半分，
生産隊幹部には正労働力として分配された。全郷の 1人当たり平均分配地は 2
畝 8分である。 1人当たり平均分配地の最大は上李生産隊の 3畝 2分で，最小
は白山凌生産隊の 1畝8分である。具体的には大董生産隊では正労働力に対し
て 5畝，半労働力に2.5畝，老人・子供に1.5畝を分配した。白山凌生産隊では
19)鳳陽県京山郷の事例では， 書記・村長・文書には 420元， 会計300元， 工場幹部には
200元，生産隊幹部に120元を手当てとして支払っており，会計の手当てはどこでもか
なり多い。また，荊庄村では党員の生産隊幹部2人だけに手当てとして 100元を支払
っており，この点も異なっている。
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正労働力に 3.8畝，半労働力に 1.9畝，老人・子供に 1.5畝，唐小集生産隊で
は正労働力 4畝，半労働力に 2畝，老人・子供に 1畝を分配した。
農業生産責任制の母入が一体，農家経済にどのような影密を与えたのであろ
うか。第 1表を見ると1978年以降，戸数・人口ともに漸増しており，耕地面積
は一定である。食糧総生産羅は1981年までは変動しているが，生産責任制が導
入された1982年以後から毎年安定的に増加している。しかし， 1畝当たりの収
量を見ると，水稲・小麦ともすでに1978年以降毎年安定的に上昇しており，こ
の点は理解出来ない。総収入も1979年に少し落ち込むが毎年増加している。こ
の総収入の安定は農業収入によるもので， 1979年に減少する以外は確実に増大
しており， 1983年からその伸びは著しい。一方，副業収入は1978年から1982年
まで変化がなく， 1983年と1984年に急減しているが，この原因は不明である。
ところが既述したごとく，蒋庄村党支部の「発展農工副 建設新農村」によれ
ば， 1983年の総収入は 125万元，工業総生産額が85万元，エ副業の利潤が12万
元とあり20¥ 第 1表の数値と大いに異なっている。。第 1表では副業収入が
1985年から再び急増しているが，これは工業収入の伸びであろう。 1人当たり
収入も毎年確実に増加しており， 8年後の1986年には 2倍以上になり，全国平
均と比較するとかなり高い。しかも，すでに1979年の収入が1985年の全国平均
に等しく，また鳳陽県の水準と比較してもあまりにも高過ぎ， 1978年や1979年
頃において一体何によってこのような収入がもたらされたのか疑問であり，こ
の表の信憑性に疑問を持たざるを得ない。
以上の点を第 3表のJ盟家経済表から具体的に分析することによって考察して
みよう。
(1) まず，大董生産隊の曹記・董玉進は，母親(69歳）• 本人（満39歳）・妻(40歳）
• 長女(17歳，高校 1 年生）・次女 (16歳）・三女 (14歳）• 長男(13歳）・次男 (12歳）の
8人家族， 1.5人の労働力で， 1五畝余の耕地を経営している。土地の分配は妻
が正労働力の 5畝，本人は村幹部であるので半労働力の 2畝 5分，母親と 6人
20)梅市郷藤庄村党支部，前掲論文， p.195。
47 
600 関西大學「純流論集」第37巻第5号 (1988年1月）
第3表蒋庄村の農家経済
番ケー 号ス 1 2 
生産隊 大葦生産隊 白山凌生産隊
I 成
家構 成族 年齢 就業・学就 働労カ 地配分 ，経営地 I家構 族成 年齢 就業’学就 働労カ 配地分 経営地
本人 39 生書家産隊記事 0.5 2.5 本人 67 養鴨 0.5 1. 9 
母親 69 1. 5 
長妻女男孫男の
39 農業 1 3.8 
妻 40 農業 1 5.0 38 農業 1 3.8 
! 長女 17 両． 1 1. 5 15 学生 1. 5 次女 16 農業 1 1. 5 長男孫 13 学生 1. 5 三女 14 学生 1. 5 次男孫 ， 小学生 1. 5 
長男 13 学生 1. 5 
次男 12 学生 1. 5 
計 I 8 I I I 2.5116.5117余 6 I I 2. 5114 I 14
番ケー 号ス 5 6 
生産隊 大蓋生産隊 白山凌生産隊
; 戌
構家 成族 年齢 業就・就学 働労カ 配分地 経営地 構家 族成 年齢 業就・学就 労働カ 配地分 地経営
本人 62 農業 0.5 2.5 本人 34 夫手商伝店いの 0.5 1. 9 
i 妻 58 家事 0.5 2.5 夫 35 0.5 1. 9 長女 ， 小学3 1.5 次女 7 小学2 1. 5 
計 2 1 1 5 I 2 4 I [1 [6.8[6.8 
の子供にはそれぞれ 1畝 5分の計 9畝あり，これらの合計は16.5畝となる。こ
れに自留地を足して17畝余になるのであろう。収入は水稲生産量が 1万3,000
斤，小麦・雑糀の生産最が1,000斤，油菜・落花生・棉花の収入が500元で，農
業からの収入は4,800元ある。副業の養豚からの収入600元，村営企業からの配
当200元帆それに書記としての手当てが郷から 400元，村から 100元の計500
元，これらを総計すると 6,600元となり， 1人当たり収入は 825元となる。董
21)後述するごとく，菰苫記は村の麺扮廠へ1,000元を投毀しており，その配当金は260元
であったはずである。
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（単位；畝，元）
3 I 
4 
白山凌生産隊 唐小集生産隊
腐悶芯l皇・ 募 ii 雇 I 〗 家構 族成 年齢 1就菜就学 贋労 督分 1 経冨
本人 65 退職 0.5 1. 9 本人 62 農業 1 4.0 
妻 62 家事 0.5 1. 9 妻 58 家事 0.5 2.0 
三男 21 農業 1 1. 5 長女 33 農業 1 4.0 
四女 19 農業 1 1. 5 次女 26 学生 1.0 
（次男） 31 分家 (1) (3.8) 長男 21 学生 1.0 
（次女） 27 婚出 (1) (3.8) 
（三女） 24 婚出 (1.5) 
4 
I I 1, 1<15.9)18.9 
5 
I I I 2. 5 J 12 I 
12 
7 心 l 2 3 I 4 5 7 
大董生産隊
構家 族成 年齢 業就・学就 労働カ 分配地 経営地
農業収入 4,800 4,000 3,000 3,000 820 不明
副業収入 600 2,200 1,000 1,500 500 不明~2,300 
本人 33 教郷民電師工耕 0.5 2.5 
配 当 200 
夫 33 0.5 2.5 手当・給料 500 1,530 
長男 10 小学生 1. 5 
総収入1s.soo 悶翌。014,00014, sool1, 3201(1, 530) 長女 8 小学生 1. 5 
4 I I I 1 I s I s 
函人当た文1a25Iと想品。1.oooi 9001 66oj{aa2. 5) 
出所）聞き取りにより作成。
家は労働力が少なく，村営企業で働いたり，副業経営をしたり出来ないため農
業収入の比率が72.7彩と非常に高い。数年後には子供達が労働力となり，もっ
と収入は増加するであろう。しかし，その時になっても請負面積は変化するこ
とはないので，子供達は将来農外に就業しなければならないであろう。
(2) 白山凌生産隊の程金良は，本人(67歳）•長男 (39歳）• 長男の嫁(38歳）•長
女孫(15歳）• 長男孫(13歳）・次男孫(9歳）の計 6人，労働力は 2.5人で， 11畝余
の水田と 2畝余の旱田を経営している。土地分配は，本人が半労働力で1.9畝，
長男とその嫁は正労働力としてそれぞれ3.8畝の計7.6畝，孫 3人にはそれぞれ
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1. 5畝の計4.5畝があり，総計すると 14畝となる。収入は水稲が 1万3,000余
斤，小麦が3,000~4,000斤，雑糧が約 1,000斤で，その貨幣換算合計が4,000
元，副業として養鴨800~900元，養豚4頭で 1,400元，総計6,200~6, 300元
となる。 1人当たり収入に換算すると1,033~1,050元となり，蒋庄村の850元
を越えているが，これは(1)の董玉進よりも労働力が多いからであろう。
(3) 白山凌生産隊の郭金香は，本人(65歳）・妻(62歳）・三男 (21歳）•四女(19歳）
の4人家族で，労働力は正労働力 2人，半労働力 2人の計3人である。ところ
で，生産責任制実施時の土地分配には次男(31歳）・次女(27歳）・三女(24歳）もい
た。それゆえ， 土地分配は，次男と次女の 2人が正労働力で 3.8畝X2=7.6 
畝，本人は当時大隊営企業で働いていたため半労働力として 1.9畝が分配され
た。現在は退職している。妻も半労働力として 1.9畝を受け取り，計3.8畝で
ある。妻が半労働力と規定されたのは集団農業時の労働日数に基づき， 1年間
に3,000エ分であれば正労働力であるが， 1,500エ分以下であれば半労働力とみ
なされた。三女・三男・ 四女はそれぞれ1.5畝の計4.5畝，総計15.9畝あった。
その後，次男が結婚して分家し，次女・三女が嫁入りした。次男の分家の時に
5畝を分与し，また， トラクターの運転手をしていた長男にも 2畝を分与した
ので，その結果土地は 8.9畝となり，現在この土地を三男と四女とが耕してい
る。農業収入は水稲3,000斤，小麦4,000斤，油料800斤の 3,000元と副業収入
の1,000元の計4,000元である。 1人当たり収入は1,000元となる。
(4) 唐小集生産隊の張永家は，本人(62歳）・妻(58歳）• 長女(33歳）・次女(26歳
• 長男(21歳）の 5人家族で，労働力は 2.5人である。土地分配は本人と長女が
正労働力でそれぞれ4畝の計8畝，妻は家事をしており，半労働力とみなされ
2畝，次女と長男は学生であったのでそれぞれ 1畝，総計12畝あった。土地利
用は水稲を10畝，小麦を 6畝，西瓜を1.5畝を栽培し，農業収入は3,000元とな
り，副業収入1,500元を加えて，総計4,500元となる。 1人当たり収入は 900元
である。
(5) 大董生産隊の董万陸は，本人(62歳）と妻(58歳）との 2人家族で，労働力
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は2人とも半労働力の計 1人である。土地分配はそれぞれ2.5畝の計5畝があ
ったが， 3畝を隣人に転包（又貸し）して，現在は 2畝を経営している。転包の
条件を質問したところ，村民委員会に関係なく誰にでも転包しても構わないと
のことであった。土地利用と収量は水稲を 2畝に 2,500斤，小麦を 1畝に 500
斤，油菜を 1畝に 200斤で，農業収入は820元あった。副業収入は養豚で500元
あり，総計1,320元の収入となり， 1人当たり収入は660元であり，老夫婦 2人
では多い方であろう。
(6) 白山凌生産隊の馬秀栄は，本人(34歳）・夫(35歳）• 長女(9歳）・次女(7歳）
の4人家族で，夫は商店を経営し，本人はその手伝いをしている。それゆえ，
労働力はそれぞれ半労働力とみなされ，計 1人である。土地分配は1.9畝X2人
+1.5畝X2人=6.8畝となる。収入については質問せず，不明である。
(7) 大董生産隊の董家平は，本人 (33歳）・夫 (33歳）•長男 (10歳）• 長女(8歳）
の4人である。夫は郷の電気工で，妻は民塀教師であるため，それぞれが半労
働力とみなされ，土地分配は 2.5畝X2人+l.5畝X2人=8畝を受け取った，夫
の給料は60元で， 妻の給料は52.5元であり， ボーナスは各々年間80元， 100元
である。農業収入については質問しなかったので不明であるが，給料所得だけ
では 1人当たり 382.5元とかなり低く，収入が給料だけとするならば生活は困
難で，農業の必要性が窺われる。
以上のごとく，生産責任制の導入は副業経営を可能にし，農民の収入増をも
たらした。この点は各事例の 1人当たり収入を第 1表の全国平均と比較すると
明白である。事例では郷鎮企業に働く者は少なかったが，事例(7)のように，も
し農業収入を除いて農外収入だけで生活しようとしてもその収入は少なく，生
活は厳しいようであり，「離土不離郷」（離農しても離村せず）はまだ困難である。
さて，このような農家経済の発展は農民生活にどのような影響を与えている
のであろう。エ副業の発展は農民収入を増加させ，農民は生活水準の向上を要
求するようになった。その第 1は新農村の建設である。すなわち， この数年
来，計画的に農民の家屋を建設してきた。後述するごとく 1間につき農民が
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第4表藤庄村の生活水準
~ 蒋 庄 村 鳳陽県1安徽省 全国農家平均1983年 I 1987年 1983年11983年 1983年 11985年
住 1戸当たり部屋数（間） 4.1 4.87 4.81 5.11 
宅 1人当たり居住(面m積り 17.6 11. 63 14.70 (14.25) (17.34) 
1実数闘悶ヨ叶実数＼醤翌ョ叶習悶り粛爵？叶闘翌ヨり 1闘箆ョり
耐 自 転 車 250 51. 0 450 87.9 12.3 39.4 63.41 80.64 
久 ミ シ ン 200 40.8 280 54. 7 3.3 25.5 38.07 43.21 
消 軽 腑 2 0.4 
ラ ジ オ
} 506 103.3 
460 89.8 5.6 70.8 61.13 54.19 
費 録 ＇音 機 56 10.9 
財 テ レ ビ｀ 48 9.8 140 27.3 1.1 1.1 3.99 11. 74 
，扇 風 機 80 15.6 2.9 
出所）蒋庄村の1987年の数値は聞き取りに基づく。 1983年は梅市郷蒋庄村党支部「発
展農工副建設新農村」前掲「在改革中前進Jp. 195, 鳳陽県は石田浩「中
国農村社会経済構造の変容分析ー安徽省鳳陽県武店郡霊泉村と大廟郷西孫村后
楊生産隊の調査事例ー」関西大学「経済論集」第36巻第5号， 1987年， p.426, 
安徽省は前掲「安徽経済年鑑1984」1984年， p.182, 全国は前掲「中国統計年
鑑1986」p.673, P, 676より作成。
300元を負担し，残りは村が労働力と資材を提供して統一的に建設してきた。
1983年までにレンガによる二階建が 12棟， 288間， 6,300余平方メートル，厨
房のあるレンガ作り平屋が882間， 3万余平方メートルを建設し，全村の 80,Slる
が新居に引っ越した22)。1987年現在， 家屋は二階建家屋が 270間， 瓦葺家屋
1,730間，平屋家屋が 100間，計2,100間となる。第 4表は農民の所有する家屋
と耐久消費財の水準を示している。この表を見ると，農家 1戸当たり部屋数は
4.1間であり，部屋の総面積は 4万 1,550平方メートルで， 1戸当たり 81.15平
方メートルとなる。平均家族数が4.6人であることを考えれば十分であろう。
また， 1983年の農家 1戸当たり部屋数の安徽省平均と全国平均はそれぞれ4.87
22)梅市郷蒋庄村党支部，前掲論文， p.196。この論文では1985年までに全村が新居に引
っ越すとあるが，筆者達が訪間した時にはまだのようであった。
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間と4.81間の近似値を示し，1985年の全国平均が5.11間であることから，1985年
の安徽省平均を全国平均に近いものと類推すると，蒋庄村はこれらよりも約 1
間少ないことになる。しかし， 1人当たり居住面積の全国平均が14.70平方メー
トル (1人当たり使用面積は17.34平方メートル）と比較すると， 蒋庄村の居住面積
は17.6平方メートルと全国水準よりやや広い23)。次に，耐久消費財所有数を農
家 100 戸当たりに換算して鳳陽県平均•安徽省平均・全国平均と比較してみよ
う。 1983年についてはそれぞれの統計があるので， 1983年で比較してみよう。
まず，自転車は鳳陽県や安徽省よりも多く，全国平均よりはやや少ない。ミシ
ンは鳳陽県・安徽省・全国のどれよりも多い。 1983年のラジオは録音機と合算
され比較出来ないので， 1987年を見ると89.8台と90彩の家庭に普及している。
テレビも 9.8台と各数値を凌駕しており，蒋庄村の生活水準の高さが窺える。
2. 郷鎮企業の意義と村財政
蒋庄村において 1976年まで村営工業はなかったが， それ以後簡単な製粉や
搾油等の加工工業が生まれた。しかし，その収入は僅かであった。三中全会以
後，特に農業生産責任制が導入されて以後は， これまでの「以糧為綱」（食糧
生産を要とする。すなわち食糧生産第一主義を意味する）から商品作物生産や副業生
産が可能になり，さらには工業建設が可能となった。蒋庄村では1983年にすで
に本地方の石や砂等の豊富な資源を利用した砂石場・碑瓦窯廠•石灰窯廠．預
制廠（組み立て用の建材工場）．燐肥廠等が興され，建築隊も成立していた。そし
て，採砂と採石の生産額は26万元に達している24)。蒋庄村の現在の村営企業の
種類については既述したが，その具体的内容をここで考察してみよう。
まず， (1)石門山火車姑貨物位は1981年に設立され，列車から村の倉庫へ貨物
を運搬し保管している。労働者は倉庫の管理人2人で，運搬人はアルバイトを
23)蒋庄村の1人当たり17.6平方メートルは居住面積と考えるよりも使用面積と考える方
が妥当である。
24)同上論文， p.196。
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雇って経営している。 2年前の純利潤は6,000~7,000元あった。村へは貨物 1
トンにつき0.15元を納めており， 1986年は1,500元を上納した。
(2) 麺粉廠は1984年に設立され，付近の村の製粉をも請負い，製粉料は 1斤
につき 4厘で，日産は2.6万斤である。総収入は 1万5,450元であることから年
間稼働率は， 1万5,450+ (0. 004 X 26, 000) = 149日となり，非常に低い。生産
・管理は 5人の労働者に請け負わしており， 1986年の純利潤は8,000元弱であ
った。資金は 2万2,700元で，村が建物1,600元を出資し，銀行から麺粉廠の名
義で 1万2,000元，個人から利子なしで 1,100元を借入れ，個人の投資が8,000
元となっている。個人の投資は村の農民や幹部・退職幹部の11人である。それ
らの名前と金額を列挙すると，陳路生1,000元，風永子1,000元，張学士1,000
元，董玉進（書記） 1,000元，董家全800元，蒋文治800元，蒋文立500元，曽換勤
500元，張啓明300元，鐘守龍（茶林場長）300元，凌其新（村長） 300元，蘇建華400
元の計7,900元となり， 100元不足である。これらの個人投資家に対して1986年
には配当金として2,040元を分配した。応答では 1,000元につき 260元を配当し
たとのことであり，これを計算すると8,000+ 1,000 X 260 =2, 080元となり，少
し異なる。再度，利潤 8,000元について質問したところ， 1,000元につき 260元
を配当したことには間違いがなく，村と個人投資家へは2,560元を配当し，残
りの 5,440元は銀行と個人からの借入金に対する返済と再投資に向けられたと
のことである。しかし，正確に計算してみると，配当は村の 1,600元に対する
416元，個人投資家の8,000元に対する2,080元，計2,496元となり，やはり少し
異なる。筆者達は工業収入が農民からの集体提留金とは別に，村の教育や社会福
祉等に使われていることから村財政に大きな意味を持つと考え，詳細に質問し
たのであるが，村幹部は明確に応答出来なかった。1987年度は1,000元につき800
元を配当する予定とのことであるが，これはあまりにも多いように思われる。
(3) 瓦窯廠は1978年に設立された。この時は立窯で， 1987年現在は輪窯を建
築中である25)。この輪窯廠は既述したごとく郷政府との合塀であり，その出資
25)輪窯は横にかまどの入口が並び，それぞれの口から土レンガを入れて焼くことが可能
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金は次のようになっている。村政府はこれまでの建物を30万元に評価し，全股
分（株式）の35%を所有し，郷政府は建設資金に 30万元と建設労働力 (60~80人）
40万元の計70万元を出資して，全股分の65%を所有する。利潤の分配について
はその 60%を拡大再生産のために投資し，残り 40~るのうち 15%が郷政府に，
5%が工業公司へ分配すると郷民政助理が応答したところ，村側と意見が異な
り，議論となった。結局のところ郷と村とで分配について契約を交わしておら
ず，両者の見解は平行となり，詳細は不明であった。 1986年度の立窯廠は労働
力60人で，その生産額が 150万縛の 10万元である。 1984年より立窯廠は個人に
請け負わしており， 各年度の村への上納金は 1984年が 3万7,000元， 1985年
2万7,000元， 1986年2万元である。 1984年には海門県人に， 1985年は嘉山県
人に， 1986年は本村人に請け負わしている。これらの外村人は本村に親戚がお
り，紹介されて請け負った。上納金が徐々に少なくなっているのは製品の縛の
質が良くなく，販売）レートも悪く余り売れなくなったからである。そのために
村幹部は現在建設中の輪窯廠に期待をかけている。
(4) 村営の沙姑（砂場）は1978年に成立した。これは金を取って個人や業者に
川砂の採取を許可するというものである。 1986年度の採砂者は90人で外村人は
4~5人である。採砂者は 1年 1人につき 400元を村に納め，村から採砂許可
証明書を貰い，自由に砂を採ることが出来る。交通の便が悪い等の条件の悪い
所での採砂については 1年1人につき 300元でよい。沙姑の管理者は民兵営長
と東風生産隊長の 2人で，民兵営長には手当て450元，東風生産隊長には140元
が支払われている。 1986年までの収入は 2万元で，そのうち村へ 1万1,000元，
郷へ砂の自然費として9,000元が分配されている。 1987年の収入は 1万2,000元
で，郷へ4,500元支払う予定である。このように収入が減少した理由は，①他
にも砂場があり， しかも採砂労働者を雇う給料が高くなった。②輪窯廠等のエ
業が興りそこに労働力がとられ，労働力が少なくなったからである。
で，立窯のように一且火が消えてレンガを取り出すまで．次の作業が出来ないという
ことはなく，順番にフル回転でレンガを焼くことが可能である。
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(5) 茶林場は1971年に設立され，労働力は10人，護林員 2~3人である。村
へは 1万1,000元上納している。
(6) 塑料廠は1987年4月に設立されたばかりで，まだ具体的な収入は不明で
ある。この企業は建物を村が無償で提供し，村が6,000元，個人が6,800元の計
1万2,800元の資金で設立された合営企業である。個人投資者は農民 3人，村
幹部 5人の計 8人である。労働力は13~14人で，全て計件エ（出来高払いエ）で
ある。
(7) 村営の採石隊は1976年3月に設立された。これは農民が自分の家を建築
するために特定の採石場から採石するものである。 1年中採石する場合は 1人
につき150元，農閑期だけであれば120元を年末に村へ納めなければならない。
現場には村の責任者・王少権がおり，監督している。 1986年の収入は 900元で
ある。
以上の郷鎮企業から村への上納金収入は 6万元あり，現在は農民の家屋の新
築のための援助に当てられている。具体的には家屋新築の場合； 5人家族であ
れば， 3間， 6人家族で 4間を標準とし， 1間につき建築費は1,500元を要す。
農家個人では 310元を負担し，残りは村が援助している。 1983年から 1986年ま
で43万余元を農民の家屋建設に援助した。
村を通じて郷へ支払う農民の負担について見ると，農民は1986年度の農業税
として 1畝につき 3.5元を負担している。幹部の応答では総額が 2万余元とい
うことであるから，すなわち 3.5元X6,100畝=2万1,350元ということにな
る26)。また，その他の負担として，郷への集体提留金を納めている。 1986年度
の集体提留金は， 1人当たり①教育経費4元，③基本建設 3元，③五保戸・烈
士・軍属家族補助3.5元，④行政管理費1.5元，⑥電気敷設費 5元27)の計18元であ
る28)。その合計額は 4万余元とのことで，これを計算すると18元X2,361人=4
26)応答では 2万余元とのことであり，耕地面積を第1表の 5,450畝で求めると， 1万
9,075元となるので，既述の6,100畝で計算した。
27) 1985年度の電気敷設費は 1人当たり 8元であった。
28)鳳陽県の「集体提留，全年包千」試行餅法では，毎年の 1人当たり郷単位の負担は15
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第5表鳳陽県の電気敷設状況
¥ 頂こI 1978年(%)1 1983年（彩）
高低圧電線総距離 (km)
通電区
通電郷
通電村
通電生産隊
電気敷設投資（万元）
そのうち農民の投資（万元）
492 
4(57.1) 
16(35.6) 
57(16.4) 
250(8.5) 
出所）前掲「在改革中前進Jp. 213より作成。
1,514 
7(100.0) 
45(100.0) 
212(60.1) 
1,756(50.0) 
1,036 
830(80.1) 
万2,498元となる。そして，④の行政管理費 3,900元は郷から再び村へ返還さ
れ，村幹部等の手当てとして使用される。また，⑥電気敷設費に関連して鳳陽
県の電気敷設状況を見たのが第 5表である。この表では1978年から1983年にか
けて急激に農村へ電気が入っていることが分かる。 1978年に電気のある生産隊
は250生産隊（全生産隊の8.5 %)であったのが， 1983年には1,756生産隊(50.0~ る）
と丁度過半数に達している。しかもその敷設費は農民の資金によるのが全体の
80.1彩をも占めており，集体提留金の意義が窺われる。もちろん，村営工業か
らの収入が多ければ，農民に負担させるまでもないことである。しかし，村が
独自に農民に対する政策を行おうと思えば，財政的な裏付けが必要となる。そ
のためにも多くの村では村営の郷鎮企業を興し，そこからの収益でもって村の
各種建設事業に投資しようとするわけである。本村ではようやくにして村民の
住宅建設に援助出来るようになったが，まだ，農業や工業の拡大再生産のため
に利用されている気配はない。
V. 結語
以上，考察してきたごとく蒋庄村において，解放前の自然村は互助組や初級
元以上を越えてはならないとあり，この中には水電費を含めていないので，蒋庄村の
集体提留金はこの規定に合致している。中共安徽省委餅公庁「関子同意鳳陽県適当増
加農村集体提留的批復」前掲「在改革中前進Jp. 105。
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合作社，高級合作社等の社会主義改造の中においてその基礎をなしてきたこと
が明らかになった。 1958年春の ・3つの高級合作社を合併してさらに規模の大き
い高級合作社を形成した時と， 1958年10月に区規模の人民公社を成立させた時
には，当時の政治状況と農民の意気込みを反映して自然村はその社会経済単位
としては大きな意味を持たなかったかのようである。しかし，社会的自然的条
件を無視した集団経済はうまく運営出来ず， 1958年に成立した大人民公社は 6
つの人民公社に規模を縮小せざるを得なかった。同時に生産大隊も規模を縮小
することによって，その下の生産隊は再び自然村を基礎に組織され直し，基本
採算単位も自然村である生産隊に下ろされた。これによって自然村は生産隊と
して本来的にもつ農民の統合機能を発揮することが出来るようになった。この
状態は1983年の「政社分離」までも続く。しかも， 「政社分離」は人民公社を
郷とし，生産大隊を村と名称を変更しただけで，実質的には何の変化も伴って
いない。そして，自然村である生産隊はやはりそのまま生産隊となった。すな
わち， 「改大隊為行政村，行政村隷属郷政府， 為基層政権組織，不再是ー級経
済組織。行政村的設置，一般以原大隊為基礎，一個大隊設立一個行政村，行政
村配村長，副村長， 文書各一人」20)とあるごとく，本村もこの点は同様である。
そして，現在に至るも自然村は生産隊として存続しており，自然村は応答者の
姓で分かるごとく，蒋庄には蒋姓が，大董には董姓がいるといったように，農
村人口の流動が少ない現状ではこの点も大きく変化はしていない。
ただ，三中全会以後の農村政策は農業生産責任制の尊入により農業生産を個
別化し，これまでの会計計算上における生産隊の意義をも消失させた。同時に
郷鎮企業（特に，村営工業）の建設は村の収入を増加させ，村財政に貢献し，村民
政策を充実させようとしている。現在のところ，郷鎮企業の利潤は住宅建設の
援助に当てられている程度でその意義はまだ弱い。しかし今後，郷鎮企業から
の収入が増加し，それが各種の農民福利政策のために利用され，さらに農業や
29)中共鳳陽県委員会「関千漿村体制改革的情況囲報」中共鳳陽県委猫公室『大包干的四
年』 1983年， p.92。
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工業の拡大再生産のために投資されるようになれば，村（村民委員会）の意義が
一層強まると同時に，農民の帰属意識が自然村から村へと移行していくと思わ
れるが，本村ではまだそこまで到達していない現状ではないだろうか。このよ
うに考えると自然村の統合機能は今後の郷鎮企業の展開に左右されるというこ
とになる。今後の郷鎮企業の発展が自然村の統合機能を弱めるのか，それとも
その発展のスビードが緩慢で自然村の機能が温存され，農民はこれまでと同じ
ように自然村に依拠して再生産の保障を計っていくのか，興味ある点であり，
今後これらの点をさらに追究していきたいと考える。
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